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(1) 阿蘇大橋西側斜面の地すべり

(2) 立野地区緩斜面の地すべり

熊本地震災害調査概要（その１）

(3) 阿蘇長陽大橋右岸斜面の斜面移動

【地すべり機構の推定】

i. 回転型（スランプ）の地すべり発生
＋並進型すべり要素もあり

ii. 末端から移動土塊が崖下に崩落
iii. 移動体の沈下と側方への伸展

【地すべりの特徴】

地すべり移動体の頭部は山側へ傾いた回
転を生じている（＝回転型地すべり）

移動体は，移動方向に直交した方向に伸
びたいくつかのブロックに分かれており，回
転変形に加えてリストリックな変位も生じて
いると考えられる

地すべり移動体の末端の隆起が認められ
ず，移動体の表面が著しく下がっている

移動体の末端のブロックは崖方向に拡散し
ている

Stage1

Stage2

地すべり前の地形から推定される移動ベクトルを
赤矢印で示す。太い矢印は末端から崩落した地
すべり移動体を示す。

滑落崖は，遷急線と平行に発達した開口クラック
群の一部であり，開口クラックの形成の後に地
すべりが生じたことを想定させる。末端の急斜面
から地すべり移動体が崩落する。
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阿蘇大橋西側斜面の地すべり
緩傾斜面の地すべり

鮎返しの滝阿蘇長陽大橋

緩傾斜面の地すべり

火山研究所西側の地すべり

崩壊・土石流

崩壊部上段は崩壊深度が浅く，下半部は深くなる。 滑落崖背後には滑落崖と連続する開口クラックな
ど，複数の開口クラックが形成されており，他の斜面で多く見られる遷急線における崩壊機構と共通する。

阿蘇長陽大橋の右岸斜面

柱状節理の発達した立野溶岩と断層破砕帯？

阿蘇長陽大橋

道路と，阿蘇長陽大橋とのずれの量は，
水平方向で2m川側へ，上下方向で
1.7m沈下している。

１．はじめに
立野地区は阿蘇カルデラの外輪山に深
い谷が刻まれ，カルデラ内の河川が外部
へ流出している唯一の場所である。この
場所は布田川断層の東方延長部であり，
地表地震断層が立野地区からカルデラ
内の河陽地区にかけて確認されている。

この付近での象徴的な災害として阿蘇
大橋の崩壊とその西側斜面での大規模
な崩壊がある。それ以外にも多くの斜面
変状が，地震断層に沿って並ぶように集
中している場所である。

２．災害の概要

ALOS-2の合成開口レーダー解析結果
出典）国土地理院地理地殻活動研究センター

立野地区

立野地区のある平坦地形
の端部の緩斜面で回転型
すべりが発生した。

滑落崖は長く延びた開口ク
ラックの一部であり，移動
土塊の末端は河岸の急斜
面から川へ崩落している。

そのため地すべり移動体
が沈下している。

滑落崖では盛土と考えら
れる粗粒岩塊を含む不均
質な土砂が分布している。

法尻が2m水平移動

法尻が1.7m沈下

道路舗装面には遷急線に平行
な開口クラック群が形成され，
川側へ分離・移動し，法肩部は
崩落している

阿蘇長陽大橋の右岸斜面は稜線から遷急
線直下までの斜面が重力方向へ移動した。
遷急線上にある道路面は，長陽大橋から
のずれとして，水平方向で2m川側へ移動
し，上下方向で1.7m沈下している。
布田川断層は移動斜面の背後をとおる。

斜面移動模式断面図

黒線：元の地形 赤線：地震後の変位地形

阿蘇長陽大橋

阿蘇長陽大橋

道路法肩からの表層崩壊

開口クラック
立野溶岩

断層破砕帯？

阿蘇長陽大橋

立野地区

立野地区

河陽地区

外輪山

外輪山

地すべり頭部は移動土塊のブロック表面が山
側に傾いているが，移動体下部ではブロックが
拡散している。

中央火口群

崩落した阿蘇大橋右岸の基礎地盤となる溶岩では，節理面の開口が認められる。 山頂部
から河川際まで及んだ大規模な地すべり発生に対して河岸領域での地盤変形がどのように
関与したかが，地すべり機構を考察する上での課題の一つである。

崩落した阿蘇大橋右岸橋台 崩落した阿蘇大橋左岸橋台部と隣接する河岸の崩壊

【阿蘇大橋崩落現場の地盤状況】

道路

崩落

過年度の豪雨災害の痕跡


